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第７回 サステナブル建築賞 －大規模建築部門－

審査委員会奨励賞
関東学院大学

建築・環境棟（5号館）

外壁⾯への⽇照分布

【南】
ダブルスキン
＋可動⽔平ルーバー【⻄】

ダブルスキン

【北】
垂直ルーバー

【東】
開⼝部なし

敷地ポテンシャルの分析と⾯毎のファサードデザイン

「建築・環境学」を学ぶ⽣きた学修教材「建築・環境学」を学ぶ⽣きた学修教材「建築・環境学」を学ぶ⽣きた学修教材

建 築 概 要
建 築 主
設 計 者

施 ⼯ 者

／学校法⼈ 関東学院
／関東学院⼤学建築環境学部

株式会社 ⽇本設計
／株式会社 ⽵中⼯務店 横浜⽀店

所 在 地
建築⾯積
延床⾯積
階 数
構 造
竣 ⼯

／神奈川県横浜市⾦沢区
／846.34 m2

／3,750.24 m2

／地上5階、塔屋1階
／S造、RC造、SRC造
／2014年6⽉

夏 春 秋 冬

建築・環境棟は、建築・環境
学部利⽤の空間(3〜5階)、全学
利⽤の空間(1〜2階)と多様なア
クティビティがコンパクトに集
約された施設である。それぞれ
の学びの場には室内環境、空間
意匠、運⽤・維持管理⾯におい
て特徴があり、空調システムの
設計においては、それらと結び
つけることで最適化を図った。

多様なアクティビティに合わせた空間構成と空調システム多様なアクティビティに合わせた空間構成と空調システム

＜WEBサイトURL＞
学部TOP：http://arch-env.kanto-gakuin.ac.jp/
※授業の様⼦をブログ形式で紹介クライメイトカレンダー

全学利⽤
建築・環境学部 事務・研究
建築・環境学部 教室・演習

0     5     10    15m  

3F

5F

4F

スタジオ

製図室

スタジオ

スタジオ

学部フォーラム 閉架書庫

会議室

学⽣
演習室

学⽣
演習室

学⽣
演習室

学⽣
演習室

研究室 研究室 研究室

2F

1F

会議室

メディアラボ

多⽬的ホール

学⽣ラウンジ

各階平⾯図

関東学院⼤学建築・環境棟（5号
館）は、建築・環境学部における教
育と研究の拠点として計画・設計さ
れた。講義、設計や技術の演習、維
持管理等の実習を通じて建築・環境
教育の学修を⾏うことを意図した建
築であり、意匠・構造・設備が⼀体
となった建築を実現している。学⽣
が建築・環境棟に滞在し、利⽤する
ことで⾃ずと建築・環境学を学ぶこ
とができる⽣きた学修教材を⽬指し
ている。現しの天井から構造や設備
の実物を⽬にし、環境の快適性を学
ぶことができる。

⼈がセンサーとなって
環境と応答するデザイン

・クライメイトカレンダー
・マルチモードダブルスキン

＋可動ルーバー(⼿動)
・継続コミッショニング

建物各部での環境の違いに
応答し活⽤するデザイン
・周辺建物影響を

反映した分析
・⽇射、⾵環境分析
・地熱（地質）分析

キャンパスの景観・活動に応答するデザイン
・⼯学系校舎の集まるキャンパスウエストの景観に調和
・全学/学部利⽤、講義/演習など多様な活動でキャンパス
のハブとなる

環境

キャンパス 学⽣・活動

建築・環境棟に備えられた各種環境調整装置は、⼿動操作を原則とすることにより学⽣が積極的に制
御・調整し、環境・設備技術の実験や検証を可能としている。学⽣が⾃らセンサーとなって、環境調整装
置を操作し、環境に応答する。講義を受動的に聴講するだけでなく、建築物を構成する各要素を能動的に
動かし、学ぶことができる教育施設となっている。また、運⽤とともに必要となる維持管理⾯を重要視し、
使⽤するエネルギーがどのように有効に使われているか、様々なデータを⽤いて学⽣と教員が⾃ら管理す
ることを可能としている。

学びを⽀える快適な環境を創り出す新しい放射空調学びを⽀える快適な環境を創り出す新しい放射空調

3階スタジオで採⽤した放射空調システムは、放射の仕組みへの興味、
理解へ導き、更なる効率向上を図るため、垂直パネルとの併⽤⽅式とし、
熱回収ファンを組み合わせる仕掛けを導⼊している。垂直パネルは、冷
房時に緩やかな下降気流を誘発し、動⼒を要しないゆらぎをもたらし、
快適性の向上を⽬指した。熱回収ファンは、放射パネルを最⼤限活⽤す
ることを意図し、室内側への放射のみならず、暖房時のパネル裏への対
流成分などの活⽤を図った。 ⽔平+垂直パネル⽔平パネル

垂直パネル3.6m

2.4m

1.2m25.0℃

25.0℃

24.6℃

24.℃

夏期の垂直温度分布図
臨海部に位置する⼟壌環境を活かした地中熱利⽤臨海部に位置する⼟壌環境を活かした地中熱利⽤
敷地は、地下⽔位が⾼く⽔脈もあり、年間通じて安定

した地中温度と優れた熱交換性能が得られるため、地中
熱を活⽤している。熱交換⽅式は、設⼯研で実績のある
⽔平管埋設⽅式とした。

①南と⻄を連結/独⽴させる
セパレータ【開】

②③ダブルスキン頂部
開⼝部【開】

南⾯と⻄⾯を連結させ⼣⽅まで集熱する。ダブル
スキン頂部開⼝部を開け、キャビティ内を通⾵し、
熱負荷を抑制する。ブラインドや可動ルーバーを閉
じ、⽇射を遮蔽する。

アウタースキン開⼝を開けて外気を室内に取り
⼊れ、2つのルートで⾃然換気を⾏う。ブライン
ドや可動ルーバーは⽇射に応じてスラット⾓度を
調整する。

南⾯と⻄⾯を連結させ採熱する。下部を除いてダ
ブルスキンに⾯する開⼝を全て閉じて断熱性能を⾼
めると共に、暖気を回収し外気予熱を⾏う。可動
ルーバーは⽔平にし、⽇射を取り込む。

⑤⻄⾯換気窓【開】④アウタースキン⾃然換気⽤開⼝
と欄間【開】

⑥居室⽤外気の
給排気⼝【給気】

⑦多⽬的ホール
外気予熱

⑧可動ルーバー
【調整】

環境ポテンシャルの読み解きと応答型マルチモードダブルスキン環境ポテンシャルの読み解きと応答型マルチモードダブルスキン
⾯毎の⽇照ポテンシャルを把握する⾯毎の⽇照ポテンシャルを把握する

外装計画にあたり、“逆⽇影図”を作成し、建築・環境棟の各⾯での⽇照ポテンシャルを把握
した。周囲の建物、⽅位による条件から⾯毎に異なるポテンシャルをヒントに、環境応答性を
考慮し、建物の象徴となるファサードデザインが⾏なわれている。

【南⾯】
⽇照時間が⻑く熱的駆動⼒が期待できる⻄側をダブルスキン、前⾯建物の影響を受ける東
側は、可動⽔平ルーバーとした。

【⻄⾯】
年間通じて安定した⽇照を得られるため、ダブルスキンとし、季節ごとに様々な換気動⼒
や採熱壁として利⽤する。

【北⾯】
夏期に⾼度の低い⻄⽇を受けるため垂直ルーバーとし、その⾓度は⼊射⾓により決定した。

本計画のダブルスキンは、次の3つの特徴を持つ。①南、⻄の⼆⽅位に⾯し連結されたL型の平⾯形、②夏期、冬期
ともに給排気経路として利⽤、③中間期は経路を分節した⾃然換気装置として利⽤。様々な環境調整機構は、敢えて
⾃動制御とはせず、学⽣が⼿動で操作する。季節の変わり⽬に、学び舎の⾐替えを⾏うように学⽣が調整し、建築・
環境棟が季節ごとの表情を⾒せる。熱負荷抑制や⾃然換気の⼿法とその効果を体感し学修することを狙いとしている。

季節に応答するダブルスキンと⾃然換気季節に応答するダブルスキンと⾃然換気

⾃然換気運⽤時の温度変動
(2016年)

室温とダブルスキンガラス表⾯温度の推移
(夏期代表⽇)

⾮空調時の室温等の推移
(冬期代表⽇)
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多くの学⽣が⽬にし、体感できる
よう1階学⽣ラウンジの放射パネル
の冷温⽔に利⽤している。そのパネ
ルは、空間を緩やかに仕切ると共に
豊かな温熱環境をつくりだしている。

放射パネル(左:⽔平パネル、右:垂直パネル)

空間特性と空調システムの最適化

天井吹出し空調

天井放射空調

床吹出し空調

PAC空調

空間規模

天井⾼

利⽤変動

快適性

利⽤時間

象徴性

研究活動拠点。直天井で設備・構造を⾒える化。

個別運転に適したPAC⽅式として
いる。ダブルスキンを活⽤し、外気
導⼊経路を冷/暖で切替えることで、
省エネを図る。中間期は、廊下側の
欄間を開け、⾃然換気を⾏う。

学⽣演習室

要となるデザイン教育の場。静穏で快適な環境。
3階 スタジオ

天井放射空調を採⽤し、静穏で
快適な環境を実現している。空調
システム⾃体が天井意匠であり、
おのずと空間意匠と機能、室内環
境が関連付けられ、体験する。

スタジオ

全学利⽤。収納式座席に合わせ吹出し切替。

床吹出し空調を採⽤。座席の状
態に合わせて、吹出し位置を切替
可能としている。暖房時は、ダブ
ルスキンより外気を予熱導⼊し、
⼤空間の外気負荷削減を図る。

多⽬的ホール

製図室 学部基礎講座に利⽤。意匠・構造・設備が⼀体化。

軽量鉄⾻天井にあわせ壁ダクト吹
き空調を採⽤。熱溜まり対策として、
シーリングファンにて環境向上を図
る。⼤量外気は熱回収外調機により
エネルギー消費量を削減している。

製図室
空間規模

天井⾼

利⽤変動

快適性

利⽤時間

象徴性

空間規模

天井⾼

利⽤変動
快適性

利⽤時間

象徴性

空間規模

天井⾼

利⽤変動

快適性

利⽤時間

象徴性

空間規模

天井⾼

利⽤変動

快適性

利⽤時間

象徴性

夏 春 秋 冬

平均⽇射熱取得率：ブラインド閉0.03、ブラインド開0.1 熱貫流率1.13W/ｍ2・K

ZEB-Readyを達成ZEB-Readyを達成 *DECCデータより、2000m2以上の関東地域
⼤学・専⾨学校の平均値

年間⼀次エネルギー消費量の推移
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建築・環境棟
設⼯研

今後の展望

ZEB

基準

2016年度年間⼀次エネルギー消費量は、433MJ/m2･年で
あり、参照値に対して64％削減している。また、2015年度と
⽐較しても12%削減しており、運⽤の最適化及び利⽤者の継
続的な省エネ⾏動、創エネによりサステナブル建築を実現し
ている。再⽣可能エネルギーを除いた削減率は57%であり、
設⼯研から継承・発展し計画された建築・環境棟では“ZEB-
Ready“を達成した。

建築・環境棟では、すべての技術が学修教材として意図を
もち、使われることでエネルギー消費を抑制している。今後
も継続、継承され、更に成熟し続けることが期待される。
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＜1年次＞ ＜2年次＞ ＜3年次＞ ＜4年次＞
アクティブ+パッシブ
融合設計( スタジオ)

環境シミュレーション

ゼミナール

卒業研究

・多⽬的ホール︓置換換気，⻄側ダブルスキン採熱 ・学⽣ラウンジ︓地中熱利⽤，放射空調

製図室
・GHP空調 ・シーリングファン
・縦型ルーバー ・ハイサイドライド
・LED照明

理⼯学概論
建築・環境設備基礎

環境設備計画

スタジオ 学⽣演習室

建築・環境学
学び(科⽬)の流れ

使⽤スペースと
環境・設備技術
の活⽤

熱・空気・光・⾳・⽔
環境・設備要素

≪環境・設備意識の⾼揚へ≫

建築・環境
デザインスタジオ

環境リニューアル

△ △ △ △ △

・天井放射空調

・マルチモードダブルスキン
・全熱交換システム
・⾃然換気

△︓意識アンケート調査 ︓スペース使⽤（建築・環境学部⽣） ︓スペース使⽤（全学共⽤）

建
築
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3
〜
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全
学
共
⽤

(

1
〜
2
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電気設備

建築・環境学部カリキュラムと建築・環境棟の活⽤

134

＊⼤沢記念建築設備⼯学研究所：2005年、様々な環境共⽣技術を統合的に適⽤して再⽣する「サステナブル・リニューアル」
⼿法により再⽣。建築・環境棟はこの延⻑上に位置づけられる。

設⼯研*

マルチーモードダブルスキン
⾃然換気

1

可動式⽔平ルーバー2垂直ルーバー3

階段室利⽤⾃然換気4バランス式換気窓5

バラの壁⾯緑化6
地中熱利⽤システム7

クール/ヒートチューブ8

床吹出し空調

天井放射空調
調湿型外気処理機
熱回収ファン

ルーバー型放射空調9

12

ダブルスキン利⽤の
外気予熱

10

11

熱回収型外気処理機
シーリングファン

ダブルスキン利⽤の
給排気切替

13

16太陽光発電

17 BEMS

⾬⽔再利⽤15 14

周辺環境を読み、調和する技術
⾃らが調整し、実践する技術
継承し、発展へと学ぶ技術

CASBEE評価結果CASBEE評価結果
1. BEEランク＆チャート 2. 温暖化影響チャート 3. レーダーチャート


